
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再生工房を運営する耳納ねっと！がお届けする情報誌 

２０２０年8 月号 第５３号 

 耳納ねっと！設立当初より、ごみ減量の一つとしてダンボールコンポスト等による生ゴミの堆肥化

についての講習を続けてきました。 

 調理残渣や食べ残し・腐敗して食べられなくなった食品など、人間が口にすることが出来なかった

食べ物を微生物の働きで堆肥に変えて、花や野菜の肥料として再利用しましょうという活動です。 

 一昨年より、うきは市市民生活課と共催で、春にダンボールコンポスト講習、秋に設置型コンポスト

/落ち葉・雑草の堆肥化講習をスタートさせました。毎回多くの方に参加していただいて、今年も予定

していたのですが、コロナ感染の拡大が懸念されて中止となりました。今後の講習のスケジュールは

まだ未定です。 

 堆肥が出来上がったら次のステップは野菜づくりですが、農薬や化学肥料を使わない安全な菜園

講座も４年ほど前からスタートしました。田主丸在住の柿農家の井上さんを講師に招いて開催してお

ります。別ページ掲載の井上さん執筆の記事を是非ご覧ください。 

 先に記したとおり、講習についてはほとんどが未定ですが、耳納ねっと！での第４土曜日の定期講

習（ダンボールコンポスト 15 時～）は開催しております。感染の状況によって開催の可否を判断しま

すので、事務局にお問い合わせ下さい。 

 私達の活動も自粛中ですが、この機会に各自で家庭菜園や耳納ねっと！の畑で野菜づくりの様々

なノウハウを構築中です。 

 生ゴミが堆肥に変わり肥料として土に返し、畑に種を蒔き、その結果の収穫を楽しむ・・そんな循環

型の生活が多くの人々の日常になっていくことを期待しながら活動しています。 

 自粛生活の中で、働き方や社会の仕組み等の矛盾に気が付き始めた人々が増えています。そんな

中で私達が日々口にする食糧の確保や安全性を確実に担保するのは”自分で野菜を育てる”ことに

目覚めた人々が世界中で確実に増えて実践に移っています。特に食糧の安全性については先の井

上さんの記事を読んでいただいて、今のところ未定ではありますが講座に是非参加して下さい。 

環境部会の取り組み 

環境部会長   和仁 宗憲 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「土の中はどういう世界か」 

                              千葉大学 園芸学部卒 井上果樹園代表 

                                  田主丸町  井上 永太郎 さん 

 

 意外と知らない植物と土の中の微生物との関りや安心できる農産物、食品とはどうあるべき

かを解説します。 

 安全は国、県が決めた基準を満たしていればいいのですが、消費者としての安心はその基

準をはるかに下回るもので、例えば残留農薬は基準値がありますが、残留農薬は無いなら無

いほうがいいからです。 

 自然界では植物に対して農薬も肥料やりません。でも立派に成長します。 

自然の仕組み中で植物と微生物は共生関係にあります。お互いの必要なものをやり取りしま

す。肥料は無いか少なければ安心なわけです。 

 私たちのご先祖はつい最近までそのようなお米、豆、野菜を食べてきたわけです。 

そのお米の話も食事法とともに講習で詳しくお話しします。 

 それでは今の農産物はどうなっているのでしょうか。文科省が出すデーターを見てみますと

50 年前のものと微量元素、ビタミン等を比較すると十分の一前後になっています。 

  

 私たちのお腹は満たされても十分に栄養素を取れていない 

のです。 

 問題はどこから来るのか？それは化学肥料、化学農薬を使用 

することにあります。 

 これは利点もありました。国民の食卓に早く大規模かつ安価に 

生産・供給できるということです。 

 欠点は微量元素やビタミンなどの栄養素が十分入らない事、また葉っぱや茎に作物が消化

できなかった肥料分が残ります。 

 それが人間の体に害になり、特に生で食べることは避けたほうが良いです。煮炊きすれば大

部分は無くなりますが、同時に微量元素やビタミンも消失します。  

 今のところ、私の講習が開催できる時期は未定ですが、講習では『自然と農と食と医』につ

いて詳しく解説します。それぞれは無関係に見えて密接に関係しています。 

これが解ると未来が解ります。 

 自然農、有機栽培の説明とすぐに出来るプランターを使ったやり方を実践編としても企画し

ております。 

 

令和２年２月１５日に環境部会の主催で、「安全な野菜を上手に作る講座」を再生

工房にて開催しました。講師の井上永太郎氏の呼びかけは、「現在、安全な野菜

はなかなか手に入らない。安全な野菜の基本について知ることは大切」です。 

大切な知識ですので皆様にも知っていただきたく、原稿を依頼しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 記録のある範囲での再生工房の利用者数は、下記グラフのとおりです。利用者数とは、この施設

の各種教室に参加した人の数、この施設を訪れた人の総数です。下のグラフで分かるように開設

当初は利用者が徐々に減少しています。しかし、この現象はだいたいの施設に言えることです。 

 平成２４年からは、利用者が概ね横這いの利用が続いています。賛助会員の皆様と当時の関係

者が、いかに利用者を確保するか苦慮し、努力してきたかが理解できます。 

 いま、世の中は急激に変化をしています。インターネットを利用して個人の品物の通販、学習ニ

ーズの変化、利用者・講師の高齢化など、時代に即した運営が求められています。  

                                                 (下表の単位：人) 
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 再生工房は、うきは市・久留米市からの予算をいただき運営している施設ですが、運営は独立しております。

両市からの色々な連絡事項・指示などはありません。今年の大きな恐怖となりました、ウイルス対処法でも独自

で判断していかねばなりません。適宜、運営委員会を開催し、利用者の命・安全を守るために対処してまいりま

した。教室を４月４日より中止し、６月６日より再開しました。これまでの皆様のご理解とご協力に感謝を申し上

げます。 

 ７月１５日現在うきは市では、「公共施設の部屋使用では、定員の半分未満等」の感染対策を続けております。                                                            

今後も両市の動向を注視し万全を期してまいります。皆様のご理解をよろしくお願いします。 

 

    ○ 耳納ねっと！の教室定員は現在も１０名です。そして、事前予約が必要です。 

    ○ １０月に予定をしておりました「エコ教室作品展」は、延期します。 

    ○ 11 月第４日曜日に予定しております「フリーマーケット」は、これから開催の可否を協議します。 

新型コロナウイルス感染防止に関する耳納ねっと！の取り組みについて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

耳納クリーンステーション付属施設(管理者：耳納ねっと!） ☏０９４３－７6－２０７７ 再生工房 
〒839-1333 うきは市吉井町富永 2006-1 休館日：月曜日・お盆・年末年始  開館：9 時～17 時  

ダンボールの中に基材を入れて

生ごみを入れ続けると３ケ月で

堆肥に変わります。上手に堆肥

にするためのコツを教えます。

きんつぎ教室
18：００～20：30

土曜コース　1（土）

金曜コース　7（金）

土曜コース　 5（土）

金曜コース 11（金）

土曜コース　3（土）

金曜コース　9（金）

土曜コース　 7（土）

金曜コース 13（金）

陶磁器の伝統的な修理法。

修繕材料代９００円/回が

必要。

修繕したい陶磁器を持参。

ダンボールコンポスト

講習会
15：00～16：00

22（土） ２6（土） ２4（土） ２1（土）

省エネ、時短など環境に

配慮した料理。郷土・伝統

料理、旬の食材、手づくりに

こだわった料理教室。

月２回、原則金曜日に開講。

一閑張り教室
13：00～15：00

7（金）　12（水）

21（金）

8（火）　9（水）

11（金）

1（木）　2（金）

9（金）

4（水）　10（火）

11（水）

籠をはじめ様々な素材に

和紙を貼っていく作品。

初心者は小さい物から作成。

籠、和紙は教室時に販売。

３Ｒクッキング教室
10：00～12：00

7（金）

　季節のおもてなし

　料理

28（金）

　そば三昧

11（金）

　防災クッキング

25（金）

　乳和食

9（金）

　柚子胡椒料理

23（金）

　窯焼きピザ

13（金）

　オリーブ料理

　

20（金）

　黒糖蒸しパン

布を細かく裂いて卓上裂織機で

織りあげていきます。

卓上裂織機を貸与

（長期者は有料）

裂織機の空き状況要確認。

布ぞうり教室
13：00～15：00

布ぞうり材料作り
10：00～15：00

11（火）　12（水）

材料作り　21(金)

1（火）　2（水）

材料作り　17（木）

1（木）　2（金）

材料作り　27(火)

10（火）　11（水）

材料作り　24(火)

材料を購入すると布ぞうりが

２日間でできるプログラム。

材料代1,000円。材料持込も

可。裁縫道具持参。

裂き織り教室
朝  9：30～12：30

昼13：00～16：00

夜18：00～21：00

6（木）　27（木）

縫物　22（土）

10（木）　24（木）

縫物　26（土）

8（木）　22（木）

縫物　24（土）

12（木）　26（木）

縫物　２8（土）

受講料 久留米・うきは市在住者500円、左記以外は700円(年会費千円で各200円引き)

受講は電話予約が必要です。託児もつけることができます(要予約・無料)　　。

不要な布を活用する洋裁教室。

①～③の内容は同じ。

いずれか１つを選択。

講師の指導を受けながら、

作りたいものを仕上げます。

８月 ９月 10月 11月 備考

リフォーム教室
13：00～16：00

①　4（火）  5（水）

②18（火）20（木）

③25（火）26（水）

①　3（木）　4（金）

②15（火）16（水）

③29（火）30（水）

①　6（火）　7（水）

②20（火）21（水）

③29（木）30（金）

①　5（木）　6（金）

②18（水）19（木）

③25（水）27（金）


